
平成２６年度 みえスタディ・チェック 結果のまとめ 

【中学校国語】 

各学年の平均正答率 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度～２６年度の全国学力・学習状況調査結果における本県の課題における改善

状況 

※改善が図られた課題→青色の背景 

※改善が図られていない課題→黄色の背景 

・文章の構成をつかむこと 

・物語の内容や登場人物の言動の意味などを捉え、自分の考えを書くこと 

・敬語の働きについて理解すること 

・文章の内容について、根拠を明確にして自分の考えを書くこと 

 

【指導のポイント】 

〇提案などの内容を基に自分の考えを書くことができるようにするためには、提案者に対

する賛同だけではなく、自分の体験に基づいた具体例を挙げるように指導する。 

〇語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことができるようにするには、語句の辞書

的な意味を基にして、話や文脈の中での意味を捉えさせる。特に、敬語については、具

体的な相手や場面を設定して、敬語の基本的な働きについて指導する。 

〇文学的な文章を読む授業では、それぞれの場面がどのように設定されているか（時・場

所・人物など）を本文中の言葉に即して捉えるように指導する。 

 

 1年 ２年 ３年 

１０月 77.0％ 63.8％ 68.7％ 

１１月 63.2％ 62.4％ 57.9％ 

２月 67.0％ 58.1％ ― 

全体の傾向 
・解答形式としては、記述問題は正答率が低く、無解答率が高い。記述問題の半数の問題で無

解答率が 10％を超えている。中でも 2年生で、無解答率が 10％を超える記述問題が多い。 

・文章の内容や表現の特徴についてまとめたり、根拠を明確にして自分の考えを書いたりする

問題において無解答率が高い。 

・全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図られていない。 

・３年生においては、平成 26年度全国学力・学習状況調査における本県の課題に対して改善

がみられる。 

 



【問題例①】無解答率が最も低い問題 

3年 スピーチを行う際の適切な話し方や目線などを理解すること 

    正答率 91.9％ 無解答率 0.6％ （選択式） 

 

    スピーチの構成をつかむこと 

    正答率 83.2％ 無解答率 0.6％ （選択式） 

※著作権の関係により、掲載できる問題のうち、最も無解答率の低い問題を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例②】無解答率が最も高い問題 

  ２年 対義語を理解すること 

    正答率 47.4% 無解答率 28.2％（短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例③】正答率が最も高い問題 

  1年 連絡の内容を捉えること 

正答率 95.8％ 無解答率 1.4％ （短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例④】正答率が最も低い問題 

 2年 短歌の内容を捉え、適切な鑑賞文を考えること 

    正答率 86.5％ 無解答率 1.3％ （選択式） 

※著作権の関係により、掲載できる問題のうち、最も正答率の低い問題を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


